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家庭向けDRサービスのねらい
3者にメリットのあるDRサービス
電⼒需給バランス、⼩売電気事業者、需要家

全てにメリットのある家庭向け節電サービスとして展開

電⼒需給バランス ⼩売電気事業者

需給状況の改善が必要 特定時間帯の
電⼒需要量を抑制をしたい

電⼒需要量

24時間

電⼒単価が上昇する時間帯

電⼒需要量を抑制

需要家

電気料⾦を節約したい
節約の仕⽅がわからない

※2020年6⽉4⽇にSBパワーよりプレスリリース※出典︓電⼒広域的運営推進機関の需給バランスイメージ
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家庭向けDRサービスの概要
⽇本初、スマホアプリを通じて節電を依頼するサービス

ソフトバンクグループのエンコアードジャパン(株)の特許技術※を活⽤した家庭向け節電サービス

メリット

ピークカット
電源仕⼊コストの削減

メリット

成功報酬の獲得
使⽤量削減による節約

⼩売電気事業者
節電時間を設定

お客さま
対象時間に節電を実施専⽤アプリにて

節電の依頼

節電の許諾

成功報酬
(PayPayポイント)

冷房28℃

外出

(節電例)

※2018年7⽉24⽇にスケジューリング機能を含むデマンドレスポンス管理システムとして出願(特願2018-138870)、2020年1⽉に特許庁に登録完了
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家庭向けDRサービスの特⻑
ゲーム感覚で節電に挑戦できるユーザ体験

お客さまはスマホのプッシュ通知で節電タイミングを把握することができ、
「参加する」のワンタッチで節電エントリーでき、あとは結果を待つだけのシンプルなサービス

STEP1 募集確認 STEP2 参加 結果確認 節電ポイント獲得
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DRサービス実績
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年間削減量(2021年4⽉1⽇~2022年3⽉31⽇)

節電後の消費電⼒量
（節電参加者）

想定消費電⼒量
（ベースライン）

(削減イメージ)

アプリを通じた節電依頼により節電効果を確認
お客さまの協⼒により1年間で約508万kWhの消費電⼒量を削減

需給ひっ迫警報時には、節電チャレンジ参加者は⾮参加者に⽐べ10%の節電効果を確認

需給ひっ迫警報時(2022年3⽉22⽇、東京エリア)

午前10時〜午後11時
節電チャレンジ実施時間帯

節電前推計需要※
節電チャレンジ⾮参加者
節電チャレンジ参加者

需給ひっ迫警報の発出や
報道による節電効果

節電チャレンジにより

10%の節電効果を確認
（節電チャレンジ利⽤者数16万世帯が対象）

1世
帯
あ
た
りの
平
均
電
⼒
量
[k
W
h]

0.1

0.2

0.3

※ 2,663トン(t)のCO2排出削減量に相当
総削減量に対してSBパワー調整後排出係数を⽤いて算出

約508万kWh削減
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DRサービスの第三者機関による評価

省ｴﾈｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾗﾝｷﾝｸﾞ制度 MCPC award 2021 省エネ⼤賞

経済産業省 資源エネルギー庁主催
省エネ法に基づき、⼀般消費者向け省エネ推進度を★5段階で
評価。11⽉17⽇に試⾏スキーム評価結果公表。

出典︓省エネコミュニケーション・ランキング制度

SDGs特別賞受賞
（総務省ほかによる審査、11/5受賞）

最⾼ランク★5を獲得
（137点中137点の最⾼得点を獲得）

経済産業⼤⾂賞受賞
（経産省後援、12/22受賞）

ﾓﾊﾞｲﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ推進ｺﾝｿｰｼｱﾑ主催
モバイルやAI技術を活⽤した社会貢献等を評価
総務省、JEITA、ITCAなどIT関連の⼀般社団法⼈後援

経済産業省後援（省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ主催）
他者の模範となる優れた省エネ取り組みや、省エネルギー性
に優れた製品並びにビジネスモデルを表彰

出典︓MCPC award 2021 出典︓省エネ⼤賞

家庭向け節電への取り組みにより、第三者機関から⾼い評価を獲得
これまで事業化が難しいとされた家庭向け節電サービスを
スマホアプリや独⾃特許技術を活⽤することで実現
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https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/enterprise/overview/ranking/index.html
https://www.mcpc-jp.org/press/pdf/press_20211105.pdf
https://www.eccj.or.jp/bigaward/winner21/pdf/e-winner.pdf
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他社向けDRサービスのご提供

項⽬ スマホアプリ 電⼦メール

⼩売電気事業者

導⼊のしやすさ ○ ◎
（お客さまの電⼦メール情報を活⽤可能）

応答率 ◎
（専⽤アプリからプッシュ通知） ○

お客さま

リアルタイム性 ◎
（翌⽇結果通知）

※導⼊する事業者様による

操作性 ◎
（シンプルなUI） ○

コミュニケーション ◎
（専⽤アプリを通したコミュニケーション） ○

提供開始時期 2021年2⽉〜 2022年7⽉〜

NEW

DRサービスを専⽤アプリや電⼦メールを通して提供
専⽤アプリを⽤いたDRサービスに加え、電⼦メールを⽤いたDRサービスの提供を開始
⼩売電気事業者のお客さまにも家庭向け節電（デマンドレスポンス）サービスを広く提供
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